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Seijyukai Top interview
印青連NEWS 単組代表インタビュー企画 第6弾!　　青樹会  会長　齊藤 祐作

青樹会とはどういう会ですか？
齊藤：親会は東京プロセス工業協同組合（以下 東プロ）という製版業の組合組織です。
　　  青樹会はその青年部組織です。メンバーは9社で、定年制はありません。
　　  本部は親会と一緒で神楽坂の津久戸町にあります。定例会や勉強会などはそこで
　　  行っております。
竹内：設立は？
齊藤：東プロは昭和29年に発足しました。青樹会は2013年に40周年を迎え、今年で設立し　　　
　　  て47年目です。現在の各会員の会長世代の方達が設立されています。
田中：私が小学生の頃はとしまえんで青樹会の運動会があり、当時は200社以上が参加を
　　  しておりました。　

青樹会の具体的な活動について教えてください。
齊藤：青樹会は、組合員各社の未来の経営者候補・幹部候補の育成が最大の目的です。活動内容は、毎月定例会を開催して
　　　おります。定例会では組合員の会社へ伺って技術的な交流や、新たな設備の導入時にはその見学会・勉強会を開催し
　　　ます。今期はコロナ禍で何かと影響がありますが、それでも 4,5 月は Zoomだったとはいえ例会は中止にせず開催し
　　　ております。
清水：会員は経営者候補だけでなく、一般の社員でも入会資格がありますか？
齊藤：そうですね。実際に私も役職はありますが、一般の社員ですから。
田中：補足で説明をすると、何年か前に規約を改定しました。元々は二世会でしたが、組合員数の減少に伴い、後継者不足
　　　と会社代表の高齢化も相まって、組合運営の担い手が限られてきました。それを打開するために高齢になった方が抜
　　　ける代わりに自社の若手社員を組合に送り込むような仕組みになりました。一時は親会と青樹会のメンバーが被るこ
　　　とになり、存在意義が薄れ青樹会を解散しようかという話もありましたが、解散せずにルールを変え、従業員の若手
　　　が勉強できる会にしていこうということになり現在に至ります。

活動のテーマは？
田中：活動テーマは会長によって変わります。斎藤さんは会長に就任してまだ間も
　　  ないこともあり私もまだ   テーマを聞いてないので是非聞かせてください。
齊藤：私も含め、一従業員という立場ですので、会社の経営に係わることや、会の
　　  運営に関するような管理面についての知識や経験がまだまだ不足しており
　　  ます。将来の経営者、幹部候補の人材育成を念頭に活発 に勉強会や見学会
　　  を企画開催しながら、メンバー全員が様々なことを学び一緒に経験を積んで
　　  いけたら と考えております。元々は製版の会社の集まりでしたが、各社いろいろ
　　  な機械や技術を取入れて少しづつできることが違ってきております。そういった
　　  こともありメンバー同士、相談をしながら互助関係を築いて  活動しております。

印青連に期待することは、印象は？
齊藤：私は岩村さんが会長の時から役員として係わってきました。当時から印青連は様々な業種の方がいることもあり賑やかで活発
　　  な印象です。多くの仲間がおりますので、仕事に関する相談事はすぐに解決して頂けるとても心強い会だと思います。仕事の幅
　　  が広がることになりますし、実際に加工などで力になって頂いており大変助かっています。青樹会のメンバーには積極的に印青
　　  連に参加をして頂き、人間関係の輪を広げ自分たちの仕事に役立ててもらい
　　  たいと思います。

他団体に発信していきたいことは？
齊藤：私としては勉強会を積極的に開催したいと考えております。メンバーの意見を
　　  聞きながらになりますが、できれば青樹会内のみに留まらず、制限をかけずに
　　  他団体の方とそういった企画を合同で行いつつ、さまざまな事を一緒に学び
　　  ながらメンバー同士がそれぞれ良好な関係性を築くことができればいいな と
　　  思います。



関連団体情報

マスターズ の いい加減マスターズ の いい加減

　お酒を飲まない人と思われているが多いと思いますが、実は15年前までは結構な吞兵衛でした。
まあ強いほうではなかったので飲まれてしまった失敗談を少々。
　今の現役の人たちはしないと思いますが、飲酒運転が必要悪とされていた時代ありました。（飲む人の都合の良い解釈ですが）
皆さんご存じの通りバイクが大好きな私はその頃も通勤にバイクを使用していました。
　ある日、DTPオペレータ（私ともう一人しかいない）と一杯やりながら、「来週から忙しくなるから残業をして乗り切ろう」
と会話をした帰りに事故を起こしました。忘れもしない神保町集英社の前、路肩からＵターンしようとしたタクシーの横っ腹に
真直ぐ突っ込みました。タクシーを飛び越えて前方回転受け身で立ち上がったのですが左手を骨折してしまい入院する羽目に。
目の前で見ていた派出所のおまわりさんは、「とても良いブレーキングだったけど、ちょっとスピードがね」っていってました。
復帰後の社内での肩身の狭さは言うまでもなく…
で、お酒の何が悪いかというと、何故その道を走っていたのか未だに理解できないぐらい予想も出来ないことをしてしまうこと
です。皆さんも気を付けてください。
女性宅の玄関を叩きながら「出てこい」って騒いだ話は今度酔った時に。

マスターズ倶楽部  （株）ケイスイ　小林佳之お酒は控えめに！　

ガンガン いこうぜ

バッチリ がんばれ

いろいろ やろうぜ

じゅもん つかうな
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てきとうに いこう
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コロナ禍のさくせんは？

続きの
アンケート結果は
↓こちらから↓

ガンガンいこうぜ ：コロナなんて気にしない、今まで通りに攻めていこう！
バッチリがんばれ：感染予防はバッチリだぜ！頑張って経済回していこう！
いろいろやろうぜ：ピンチはチャンス！Withコロナ時代に合わせて仕事も遊びも色々試そう。
じゅもんつかうな：先の見えない時代だから、極力お金使わない。設備投資も凍結します。
いのち だいじに ：外食、旅行なんて言語道断。ワクチン出来るまで、エンタメ断食。
てきとうにいこう：てきとーに



印青連情報

私のご朱印帳！

東京プロセス工業協同組合 
青樹会 会長  齊藤 祐作 

東青協  事業推進委員会
清水朋子  2020/08/18

　神社めぐりが大好きな私は地方やゴルフなど遠出のさいも時間が許す限り神社を詣で、
参拝の記念に御朱印を拝受するのが楽しみです。神社に詣でますと、その土地で長年祭りを
絶やさない氏子さんたちの想いと祈りに感謝の気持ちを抱かずにはいられません。
黒々と墨書きされた毛筆の文字は見事で、まるでアートごとくで見惚れてしまいますよね。
祭礼には黒い以外の金銀色鮮やかな墨書きのご朱印を頂くこともあるのがなんとも楽しいです。
　　　　　　　　1） 御朱印帳（ごしゅいんちょう） ※左写真の下部参照
　　　　　　　　 １冊目は下鴨神社（京都）、桃色の２冊目は伊勢の国一の宮椿大神社（三重県）、
　　　　　　　　つぎの３冊目は４年前に参拝した石浦神社（石川県）のビビットグリーンの水玉
　　　　　　　　 模様に一目ぼれです。もし御朱印帳を持参しなくても、それこそご縁としてその
　　　　　　　　神社で１冊求められるもよし、書置きを頂き、家に戻って貼り付けるもよし。
　　　　　　　　２）初穂料
　　　　　　　　初穂料は大体300円から500円。お釣り銭がないように小銭を用意するの
　　　　　　　　がベストです。某神社だけ、初穂料が明示されておらず、『いわゆるお気持ちで』
　　　　　　　　のときは箱の中に小銭が無かったのがビビりました。
３）御朱印帳ケース・袋
なくても問題ないですが、私は伊勢神宮（三重県）で花菱のご神紋が織り込まれた鮮やかな
橙色の西陣織の袋です。
つい先日埼玉のコンビニで『埼玉の御朱印めぐりさんぽ旅』を購入してしまいました。また
ＳＮＳのＦＢページ『御朱印同好会』でいろいろ情報共有。興味のあるかたはご覧になってみて
くださいね。
ちなみに、寺社でのご朱印は頂いておらず、かわりにお線香を買い求め薫りを楽しんでおります。
注意事項
御朱印はスタンプラリーではありません。きちんと神様仏様の本殿で
ご挨拶してから書いていただくのがマナーです。また、御朱印を転売で
入手されることは法律で禁止されているわけではないものの、ご朱印は
参拝の記録ですのでできる限りご自身で詣でて書いていただくのをお勧
め-いたします。

After Corona 

ZOOMなどでの遠隔営業やコ
ロナを振り返って、影響を受けた、
受けなかった業種を知って今後
また起きるかもしれない事態に
対処する。　
チャンスに変えていく力を身に
付ける。

困難な中、多くの会社や組合で試行
錯誤や新しい事にチャレンジしてい
るのを見聞きし、勇気をもらってい
ます。コロナが終息したら、印青連
主催の盛大なパーティーで参加者
の皆さんとテンションMAXな集合
写真を撮りたいです。

正直今の気持ちでは、コロナが落ち
着いた世の中を想像出来ません。
しかし、また皆さんの笑顔や、印青連
などで会える機会が一つでも増えた
り、今まで当たり前に出来ていたこと
が出来るようになることを望んでい
ます。あと、マスクの夏は今年限りで
勘弁してほしいです！

アフターコロナという事で私がやり
たい事は、コロナの前の様に仲間と
何も気にする事なく、ただただ飲み
交わす事です。都合さえ合えば気楽
に会って、悩みや愚痴やくだらない話
をして、そんな時間が今思うと自分の
中でとても大切な時間だったのだと
思います。先の見えない状況が続き、
不安になりますが、一日も早くまた
そんな日が来る事を祈っています。

個人的には普段、なんでも「いっ
ちゃえ！やっちゃえ！」派なんですが、
現状に対する諸先輩方の冷静沈着
な姿勢に、日々敬服と勉強をさせ
て頂いている次第です。私も、今の
状況を良い機会に、そんな“大人な
イケイケ派”になれるように精進し
ていきたいと思います。

東京都正札シール印刷協同組合 
青年部長　齋藤 和則

コロナ禍の中で思うこと。
終息後に望むこと。

 遅く来た夏、皆さんどうお過ごしでしょうか。
例年と違う夏ですが、熱く注がれる日光にあ
たると元気が出る気がします。前向きな気持
ちも自然と出てきます。
コロナに負けない体調管理は、感染防止対策
の徹底と、気持ちや体力の維持を両立するこ
とかと思います。
事業の運営も同じ。各単組をつなぐ連絡役と
して、今こそ印青連の「らしさ」、溢れるパワー
で、皆で気持ちを盛り上げていけるような企画
を考えていきたいと思います。
前向きに、一歩一歩、元気に進んでいきます。
　　　　　 印青連 総務委員長  吉田 智博

よしだのこえ

東京スクリーン・デジタル印刷協同組合
 青年部 グループ201 
リーダー　飯村 健

  関東特殊加工協同組合
   二世会グループ　

 青光会　会長　宮下 岳人

  東京写真製版若葉会
　会長　大森 雄介


